
「革新的ものづくり･商業･サービス開発支援補助金」
に関するシチズンマシナリーからのご案内

第四次産業革命型
対　　　象：IoT・AI・ロボットを用いた設備投資
補助上限額：3,000 万円
補　助　率：2/3 以内

第四次産業革命型 上
限3,000万円補助率

公募期間：平成28年11月14日～平成29年1月17日

一般型
補助上限額：1,000 万円
　　　　　　※条件を満たせば増額も可能です
補　助　率：2/3 以内

第四次産業革命型の
「IoT・AI・ロボットを用いた設備投資」には、

ロボット革命イニシアティブ協議会の
「中堅・中小製造業向けIoTツール」に

採択された　　　　　　　　（機械稼動監視システム）と
Cincom/Miyano製品の組合せがお薦めです。

一般型の対象には、
Cincom/Miyano製品が該当します

平成28年度補正予算「革新的ものづくり･商業･サービス開発支援補助金」の公募が、
11月14日より開始されました。この機会に、是非ご活用をご検討ください。



公募概要

事業の目的
国際的な経済社会情勢の変化に対応し、足腰の強い経済を構築するため、経営力向上に資する革新的サービス開発・試作品開発・生産
プロセスの改善を行うための中小企業・小規模事業者の設備投資等の一部を支援します。

対象要件
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小規模事業者であり、以下のいずれかに取り組むものであること。

1.一般型

2.第四次産業革命型
（IoT･AI･ロボットを用いた設備投資）

補助対象事業
1.一般型

2.第四次産業革命型

スケジュール
　公募期間
　審査
　採択発表
　交付申請
　交付決定
　納品・検収・支払完了
　実績報告

申請・お問い合わせ先
本補助金は公募制となります。
公募の申請およびお問い合わせ先は、補助事業の主たる実施場所を担当する
中小企業団体中央会までご連絡ください。

平成２8年度補正「革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」の公募について
http://www.chuokai.or.jp/hotinfo/28mh_koubo_2016nov-.html

「中小ものづくり高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技術を活用した革新的な試作品開発・生産
プロセスの改善を行い、生産性を向上させる計画（3～5年計画で「付加価値額」及び「経常利益」）の
増大を達成する計画）であること。

「IoT･AI･ロボットを用いた設備投資」とは、本事業において、IoTへの設備投資を行うことで、単に従来
から行われている単独の機械の自動化（ロボット）やAI（人口知能）技術の活用、工程内の生産管理ソフ
トの導入ではなく、複数の機械等がネットワーク環境に接続され、そこから収集される各種の情報・デ
ータ（ビッグデータ）を活用して、①監視（モニタリング）、②保守（メンテナンスサービス）、③制御（コント
ロール）、④分析（アナライズ）のうち、いずれか１つ以上を行い、AIやロボットを活用するものを対象とし
ます（新規にAIやロボットを導入するのではなく、既設のAIやロボットをネットワーク環境に接続し、IoT
を行うものも対象とします）。なお、IoT機能を活用せず、単独でAIやロボットを活用する事業については、
第四次産業革命型での応募はできません（一般型、小規模型での応募は可能です）。

Cincom/Miyano製品は、「ロボット」の定義を満たしており、alkartliveLITE（機械稼動監視システム）やalkarttransfer（ネットワーク型
入出力）、alkartalart（アラーム通知機能）などを組み合わせた設備投資は第四次産業革命型の申請対象となります。
また、同じ組み合わせで一般型に申請した場合、「IT加点」の獲得を狙うことも可能となります。

補助上限額：1,000万円
補　助　率：2/3以内
補助上限額：3,000万円
補　助　率：2/3以内

平成28年11月14日（月）～1月17日（火）

平成29年3月中

平成29年12月31日（日）

中小企業団体中央会 検索

QRコードはこちらです


